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周
知
の
ご
と
く
、
朱
雀
大
路
は
、
京
南
面
中
央

の
羅
城
門
を
く
ぐ
っ
て
京
内
に
足
を
踏
み
入
れ
た

だ
れ
も
が
、
ま
ず
第
一
に
眼
に
す
る
雄
大
な
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
り
、
東
西
市
そ
の
他
と
と
も

に
、
都
城
に
不
可
欠
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
京
の
背
骨
と
も
い
う

べ
き
朱
雀
大
路
に
関
す
る
考
古
学
的
な
調
査
は
、

近
年
に
お
け
る
各
上
面
調
査
の
盛
行
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ど
の
京
跡
に
お
い
て
も
全
く
行

な
わ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
平
安
京
の
よ

う
に
、
実
施
さ
れ
て
も
な
お
見
る
べ
き
成
果
を
あ

げ
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
該
の
平
城
京
の
場
合
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
り
、
わ
ず
か
に
一
九
六
九
～
七
一
年
に
お
け

る
羅
城
門
と
そ
の
周
辺
の
調
査
に
お
い
て
、
朱
雀

大
路
西
側
の
築
地
と
側
溝
が
検
出
さ
れ
（
大
和
郡
山

市
教
育
委
員
会
『
平
城
京
羅
城
門
跡
発
掘
調
査
報
告
（
第

一
次
～
第
三
次
発
掘
調
査
）
』
一
九
七
三
年
三
月
）
、
ま

た
朱
雀
大
路
北
端
に
位
置
す
る
朱
雀
門
の
調
査
が

一
九
六
四
年
に
行
な
わ
れ
た
（
第
一
六
・
一
七
次
調
査
、

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
｝
九
六
五
』
）
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
朱
雀
大
路
そ
の
も
の
の
規
模
と
構

造
を
解
明
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
こ
と
が
、
現
時
点
で
も
急
速
に
す
す
み
つ

つ
あ
る
開
発
の
波
に
対
応
す
る
保
存
修
景
計
画
の

策
定
に
、
一
定
の
支
障
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
　
か
か
る
事
清
に
鑑
み
て
、
奈
良
市
は
、
　
「
遺
跡

保
存
と
、
朱
雀
大
路
を
生
か
し
た
調
和
あ
る
都
市

計
画
構
想
」
立
案
の
基
礎
的
資
料
を
得
る
屠
的
で
、

一
九
七
三
年
度
の
国
庫
金
を
受
託
し
、
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
に
調
査
を
依
頼
し
た
結
果
、
一
九

七
四
年
二
～
三
月
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
本
報
告
書
は
、
そ
の
成
果
を
中
心
に
、
関
連
す

る
調
査
成
果
も
あ
わ
せ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
内
容
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
（
カ
ッ
コ
内
は

執
築
者
）
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平
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H
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遣
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よ
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調
査
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付
章
、
航
空
写
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朱
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路
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調
査
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黒
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付
図
、
遺
存
地
割
・
地
名
に
よ
る
平
城
京
復
原

　
　
図
〔
八
千
分
の
一
〕

　
1
は
、
右
に
の
べ
た
朱
雀
大
路
の
発
掘
調
査
の

報
告
で
あ
る
。
調
査
地
点
は
、
六
条
条
間
路
の
す

ぐ
北
側
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
、
朱
釜
大
路
の
路

面
の
形
状
、
路
編
上
の
造
作
の
有
無
、
東
西
側
溝

の
状
況
、
築
地
調
査
の
結
果
、
左
右
京
六
条
一
坊

二
坪
の
状
態
等
々
の
調
査
結
果
が
詳
述
さ
れ
、
つ

い
で
そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
朱
雀
門
・
羅
城
門

周
辺
に
お
け
る
調
査
成
果
も
援
用
し
つ
つ
、
朱
雀

大
路
の
方
位
を
決
定
し
、
さ
ら
に
路
面
敷
、
側
溝
、

築
地
、
鍵
屋
な
ど
の
規
模
を
復
原
し
て
い
る
。
ま

た
、
朱
雀
大
路
路
面
下
か
ら
検
出
さ
れ
た
下
つ
道

の
東
西
両
側
溝
の
規
模
、
溝
心
々
間
距
離
、
方
位

等
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
朱
雀

大
路
路
面
敷
の
幅
は
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
と
復
原
さ

れ
て
お
り
、
延
喜
左
右
京
職
式
京
程
条
に
み
え
る

平
安
京
の
場
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
溝
、
築
地
、

犬
行
の
規
模
は
、
い
ず
れ
も
平
城
京
の
方
が
大
き

く
、
と
く
に
両
側
溝
は
、
平
安
京
の
場
合
が
三

一
・
五
メ
ー
ト
ル
（
五
尺
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

約
四
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
相
違
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
差
が
、
全
体
と
し
て
両
京
の
朱
雀
大
路
築
地
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心
々
間
距
離
に
二
丈
の
差
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
平
安
京
の
二
八
丈
に
対
し
て
、
平
城

京
は
三
〇
丈
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
等
は
、

重
要
な
成
果
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
出
土
遺
物

に
つ
い
て
も
、
瓦
は
宮
の
生
産
品
で
、
主
に
造
京

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

右
京
六
条
一
坊
二
坪
で
検
出
さ
れ
た
古
墳
時
代
の

溝
か
ら
の
出
土
品
は
、
四
～
五
世
紀
の
土
師
器
の

様
舞
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
、

つ
い
で
文
献
史
料
に
も
と
づ
い
て
、
朱
雀
大
路
の

構
造
、
街
路
樹
、
門
、
維
持
管
理
体
制
、
機
能
も

し
く
は
本
質
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
H
の
前
川
遺
跡
は
、
奈
良
県
開
発
公
社
に
よ
る

前
川
の
西
折
工
事
に
際
し
て
発
見
さ
れ
、
一
九
七

二
年
三
～
四
月
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ

っ
て
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
は
、

羅
城
門
跡
の
振
興
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
遺
存
地

割
に
よ
る
九
条
大
路
路
面
上
に
あ
た
る
。
遣
構
は
、

土
橿
と
井
戸
が
検
出
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
が
、
両

者
か
ら
出
土
し
た
土
器
類
は
、
天
平
末
年
頃
の
も

の
で
、
土
師
器
を
主
体
と
し
、
多
く
は
未
使
用
品

と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
遺
跡
の
性
格
は
、
祭
事
に

関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
皿
お
よ
び
付
図
は
、
1
の
調
査
と
関
連
し
て
行

な
わ
れ
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
平
城
京
保
存
調
査
会
が
行
な
っ
た
、
遺
存

地
割
に
も
と
つ
く
平
城
京
の
復
原
調
査
の
成
果

（
奈
良
市
企
画
部
墨
壷
課
編
『
平
城
京
の
復
原
保
存
計
画

に
関
す
る
調
査
研
究
隔
　
一
九
七
二
年
、
そ
の
ほ
か
）
を

継
承
し
、
さ
ら
に
補
充
・
発
展
さ
せ
、
そ
の
上
に

立
っ
て
、
平
城
京
を
全
域
に
わ
た
っ
て
、
実
際
の

土
地
に
即
し
て
具
体
的
に
復
原
し
た
最
新
の
成
果

で
あ
り
（
付
図
）
、
か
つ
詳
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ

て
い
る
（
m
）
。

　
た
と
え
ば
、
右
京
の
丘
陵
部
に
も
整
然
と
し
た

条
坊
街
区
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
地
割
の
上
か
ら

確
か
め
ら
れ
た
こ
と
、
道
路
敷
地
割
は
、
宮
前
面

（
左
右
京
｝
坊
）
の
三
～
九
条
に
卓
越
し
、
他
部
分

と
様
相
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
、
道
路
敷
地
翻
に

よ
っ
て
各
路
面
を
概
慰
す
る
と
、
各
大
路
幅
員
間

の
相
違
の
仕
方
は
、
平
安
京
の
場
合
と
も
一
致
す

る
点
が
多
い
が
、
個
々
の
路
縮
は
、
お
お
む
ね
平

城
京
の
方
が
広
い
こ
と
、
各
条
・
各
坊
の
間
隔
は
、

か
な
り
長
短
が
あ
る
こ
と
、
外
京
は
本
来
一
条
か

ら
始
ま
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
遣
存
地

割
・
地
名
か
ら
、
京
内
外
を
流
れ
て
い
た
諸
河
川

の
晒
流
路
を
あ
る
程
度
復
号
し
う
る
こ
と
、
そ
の

ほ
か
一
々
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
遺
存
地
翻

や
地
名
の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
多
々

論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
等
々
で
あ
る
。

　
そ
の
他
多
く
の
点
に
つ
き
示
唆
の
あ
る
言
及
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
1
、
H
と
同
様
に
、
わ
ず
か

な
紙
幅
で
は
、
そ
の
す
べ
て
に
ふ
れ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
読
者
各
位
が
、
自
ら
本
報
告
書
に
つ
い
て

確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
是
非
と
も
お
す
す
め
し

た
い
。
し
か
し
以
上
に
記
し
た
点
の
み
か
ら
で
も
、

平
城
京
朱
僅
大
路
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
平
城
京
全

体
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
資
料
が
豊
富
に
提
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
十
分
に
窺
え
る
と
思
う
。

　
さ
ら
に
本
報
告
書
で
解
明
も
し
く
は
提
出
さ
れ

た
多
く
の
点
は
、
ひ
と
り
平
域
京
に
と
ど
ま
ら
ず
、

平
安
京
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
都
城
研
究
に

影
響
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
乗
雀
大
路
の
規
模
と
構
造
、
遺
存
地
割
か

ら
概
測
さ
れ
た
各
大
路
幅
が
、
延
喜
翌
旦
程
条
に

記
さ
れ
る
平
安
京
の
場
合
の
数
値
と
微
妙
に
異
な

る
点
や
、
遺
存
地
割
に
も
と
つ
く
三
千
に
よ
る
と
、

各
条
坊
の
間
隔
に
か
な
り
の
長
短
が
あ
る
事
実
な

ど
は
、
本
轡
の
成
果
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、

こ
れ
だ
け
で
も
、
右
の
こ
と
は
十
分
了
解
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
今
後
さ
ら
に
機
会
を
え
て
、
平
城
京

を
は
じ
め
と
す
る
各
尊
志
の
調
査
が
進
め
ら
れ
、

研
究
が
深
化
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
望
み
つ
つ
筆

を
お
き
た
い
と
思
う
。
　
　
（
一
九
七
五
・
二
・
五
）

（
A
判
　
四
五
｝
員
　
図
面
図
版
一
二
五
百
ハ

　
　
一
九
七
四
年
三
月
　
奈
良
箭
）

（
栄
原
永
遠
男
　
京
都
大
学
研
修
員
）
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